
くまの議会だより　第 71 号　　❻

　　町の木（梅）について

　　　保育園の敷地に
　　　　　　　　植林を要請したい（内田民生課長）

　　草刈り等の支援について

　　　補助事業に該当するようであれば紹介する（内田民生課長）

　　新型インフルエンザの対応について

　　　関係機関との連携強化に努めていく（宗條健康課長）
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町
の
木
決
定
ま
で
の
経
過
を

教
え
て
欲
し
い
。
ま
た
、
子
ど

も
た
ち
に
認
識
し
て
も
ら
う
た

め
、
く
ま
の
・
み
ら
い
保
育
園

南
側
の
広
場
に
梅
の
木
を
植
え

ら
れ
な
い
か
。

　
同
様
に
、
周
囲
の
広
場
に
四

季
の
花
を
植
え
て
は
ど
う
か
。

　
団
地
老
人
会
の
方
々
が

く
ま
の
・
み
ら
い
保
育
園

南
側
広
場
の
草
刈
り
を
さ

れ
て
い
る
が
、
燃
料
代
、

草
刈
の
刃
の
費
用
く
ら
い

は
支
援
し
て
は
ど
う
か
。

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
町

内
対
応
に
つ
い
て
、
情
報
の
提

供
と
啓
発
、
ま
た
相
談
と
医

療
の
体
制
は
ど
う
か
。
ま
た
、

マ
ス
ク
は
高
齢
者
な
ど
に
配
布

し
、
子
ど
も
が
か
か
っ
た
場
合

な
ど
は
、
事
業
所
等
に
対
し
て

親
が
休
め
る
よ
う
要
請
し
て
は

ど
う
か
。

　
町
制
70
周
年
を
契
機
に
、
町

民
か
ら
の
公
募
に
よ
って
指
定
さ

れ
、
学
問
を
好
む
木
と
い
う
こ

と
か
ら
毛
筆
と
の
関
係
も
あ
り

決
定
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
広
場
に
つい
て
は
将
来

的
に
活
用
策
を
考
え
る
必
要
が

あ
る
た
め
、
植
林
は
難
し
い
が
、

保
育
園
の
敷
地
に
は
可
能
で
あ

る
た
め
指
定
管
理
者
に
要
請
し

た
い
。
四
季
の
花
は
、
植
栽
の

申
し
出
が
地
域
の
方
か
ら
も
あ

る
。

　
現
在
広
場
を
利
用
す
る

傍
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
草

刈
り
を
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
。
今
年
度
、
熊
野
町
協

同
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
が

予
算
化
さ
れ
て
お
り
、
こ

の
中
で
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
対
す
る
補
助
事
業

も
検
討
さ
れ
て
い
る
た
め
、

該
当
す
る
よ
う
で
あ
れ
ば

当
該
事
業
を
紹
介
し
た

い
。

　
町
民
に
対
し
、
感
染
防
止
策

の
啓
発
や
相
談
窓
口
等
の
情
報

提
供
を
行
っ
て
い
る
。
医
療
体

制
に
つ
い
て
は
、
県
に
お
い
て
体

制
の
拡
充
が
図
ら
れ
て
お
り
、

関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
に
努

め
て
い
く
。

　
ま
た
、
災
害
時
の
備
蓄
物
品

に
は
マ
ス
ク
を
加
え
る
よ
う
啓

発
し
、
事
業
所
に
対
し
て
も
保

護
者
が
休
み
や
す
い
環
境
に
な

る
よ
う
要
望
し
て
い
き
た
い
。
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▲きれいに草刈のされた広場
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　　くまの議会だより　第 71 号❼

　　熊野町の環境施策について

　　　環境行政推進のため、住民・事業所・行政が一体となって
　　　　　　　　進めていきたい（立花民生部長）

　　熊野団地内の道路補修について

　　　舗装状況の悪化が進んでいるため
　　　　　　　　舗装打ち直し工事を随時実施していく（森本建設課長）
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地
方
自
治
体
が
担
う
環

境
行
政
の
役
割
は
、
ま
す

ま
す
大
き
く
な
っ
て
き
て

い
る
。
町
民
参
加
を
促
す

手
法
や
、
資
源
循
環
型
地

域
づ
く
り
、
自
治
体
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
な
ど
、
先
進

事
例
は
多
く
あ
る
。
町
で

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

目
指
し
、
検
討
し
て
い
る

か
。

　
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
た

資
源
ご
み
持
ち
去
り
の
罰

則
規
定
の
状
況
は
ど
う

か
。
ま
た
、
環
境
教
育
で

検
討
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

あ
る
か
。

　
春
頃
か
ら
団
地
の
メ
イ
ン
道

路
及
び
北
県
営
横
か
ら
県
道

矢
野
安
浦
線
に
出
る
道
路
が

非
常
に
傷
ん
で
お
り
、
車
の
走

行
に
も
気
を
つ
け
な
い
と
ハ
ン

ド
ル
操
作
を
誤
る
恐
れ
が
あ

る
。
何
年
前
に
補
修
さ
れ
た
の

か
、
今
後
補
修
の
予
定
は
あ
る

の
か
。

　
今
年
度
は
、
住
民
・
事

業
所
・
行
政
が
一
体
と
な

り
、
資
源
循
環
型
社
会

の
構
築
を
基
本
理
念
と
し

て
、
ご
み
処
理
基
本
計
画

の
見
直
し
を
予
定
。
さ
ら

に
、
町
民
の
参
加
を
促
す

た
め
、
熊
野
町
廃
棄
物
減

量
等
推
進
審
議
会
の
委
員

の一部
公
募
や
、
計
画
案
の

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
等
を

予
定
し
て
い
る
。
防
犯
灯

に
つ
い
て
も
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
導
入

を
検
討
し
た
い
。

　
資
源
ご
み
持
ち
去
り
に

つ
い
て
は
、
巡
回
指
導
を

し
、
持
ち
去
り
者
５
名
に

対
し
て
誓
約
書
を
と
っ
て

指
導
を
し
て
い
る
。
今
後

は
勧
告
書
、
最
終
的
に
は

告
発
な
ど
、
資
源
ご
み
の

持
ち
去
り
を
規
制
し
て
い

き
た
い
。

　
ま
た
、
環
境
問
題
は
幼

少
時
か
ら
の
教
育
が
重
要

だ
と
考
え
て
い
る
。
児
童
・

生
徒
を
集
め
て
の
講
演
会

や
教
育
と
いっ
た
も
の
を
今

後
調
査
・
研
究
し
て
い
き

た
い
。

　
団
地
メ
イ
ン
道
路
（
団
地
１

号
線
）は
平
成
12
〜
15
年
度
に
、

北
県
営
前
（
団
地
５
号
線
）
は

平
成
６
年
度
に
そ
れ
ぞ
れ
舗
装

打
ち
直
し
工
事
を
行
って
い
る
。

　
団
地
１
号
線
に
つ
い
て
は
調

査
を
行
い
、
こ
の
６
月
議
会
に

舗
装
の
予
算
を
計
上
し
た
。
財

源
は
県
の
交
付
金
を
活
用
。
団

地
５
号
線
は
国
・
県
の
事
業
に

要
望
し
確
定
し
た
ら
実
施
し
た

い
。
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▲熊野団地内の道路


